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令
和
四
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
三
年
連
続
の

定
期
総
会
を
書
面
表
決
に
よ
る
議
決
と
し
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
、
自

治
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
本
会
で
は
、
密
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
事
業
は
見
直
し
、
中
止
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
定
例
評
議
員
会
や
各
部
会
等
は
、
自
治
会
運
営
の
根

幹
と
な
る
重
要
な
会
議
で
あ
る
た
め
、
万
全
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た

上
で
、
自
治
会
の
抱
え
て
い
る
諸
課
題
等
を
協
議
・
決
定
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

会
員
等
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、県
道
瓜
連
・
馬
渡
線
の
堤
地
内
に
「
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
」設
置
の
要
望
書
を
関
係
機
関
へ
提
出
し
た
結
果
、

念
願
が
か
な
い
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
県
道
額
田
南
郷
・
田
彦
線
の

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
再
塗
装
や
補
修
等
も
完
了
し
ま
し
た
。

市
道
関
係
で
は
、「
砕
石
敷
き
均
し
」
や
舗
装
の
補
修
、
道
路
法
面

の
補
強
な
ど
一
部
資
材
等
不
足
で
、
次
年
度
工
事
と
な
り
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
が
地
域
を
問
わ
ず
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
本

地
域
も
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、中
止
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
業
の
「
自
主
防
災
訓
練
」

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
役
員
の
み
に
よ
る
防
災
資
機
材
の
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。
又
、
市
の
補
助
金
を
活
用
し
、
防
災
・
防
犯
マ
ッ

プ
改
訂
版
を
作
成
し
、
各
戸
配
布
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
地
域
の
諸
課
題
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
積
極
的
に
取

り
組
み
一
定
の
成
果
が
出
た
と
思
料
し
ま
す
。

私
、
今
年
度
末
を
持
っ
て
、
会
長
職
二
期
四
年
が
満
了
と
な
り
ま
す

が
、
通
算
で
は
十
年
と
な
り
ま
す
。
総
務
・
福
祉
部
会
長
一
期
二
年
、

副
会
長
二
期
四
年
。
そ
の
間
、
規
約
の
改
正
や
「
自
主
防
災
組
織
の
立

上
げ
」、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
組
織
化
」、
県
道
額
田
南
郷
・
田
彦

線
拡
幅
工
事
に
伴
う
公
民
館
敷
地
の
売
買
契
約
、防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

自
治
会
役
員
の
選
考
基
準
策
定
等
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
、
様
々
な
地
域
課
題
に
対
し
、
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
会
長
の
職
務
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年
度
を
振
り
返
っ
て
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道
路
等
の
整
備
・
補
修

会
員
の
皆
様
方
か
ら
の
要
望
に
よ

り
、
県
道
関
係
で
は
、
額
田
南
郷
・
田

彦
線
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
再
塗
装
や

補
修
等
。
他
方
、
市
道
関
係
で
は
、「
砕

石
敷
き
均
し
」
や
鋪
装
の
補
修
、
道
路

法
面
の
補
強
・
除
草
な
ど
、
一
部
資
材

等
不
足
で
、
次
年
度
工
事
も
あ
り
ま
す

が
、
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

又
、
昨
年
六
月
、
県
道
瓜
連
・
馬
渡

線
か
ら
渋
沼
団
地
入
口
の
未
舗
装
道
路

の
「
暫
定
鋪
装
道
路
事
前
協
議
書
」
を

堤
自
治
会
長
・
渋
沼
組
合
長
の
両
名
で
、

市
へ
申
請
し
、本
年
度
一
月
に
「
採
択
」

と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
多

種
・
多
様
な
要
望
を
受
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
ま
す
の
で
、
地
域
の
役
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

神
崎
地
区
敬
老
会

神
崎
地
区
敬
老
会
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
式
典
は
中
止
と
し
、
昨
年
同
様
記

念
品
配
布
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。記
念
品
と
し
ま
し
て
、『
タ
オ
ル
』

と
『
除
菌
ウ
エ
ッ
ト
タ
オ
ル
』
を
配
布

し
ま
し
た
。

定
例
評
議
員
会
の
開
催

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
定

例
評
議
員
会
（
正
副
会
長
、
会
計
、
評

議
員
で
構
成
）
を
、
毎
月
第
一
土
曜
日

午
後
六
時
か
ら
堤
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

議
題
は
、
主
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
事
業
の
見
直
し
、

開
催
方
法
の
変
更
、
予
算
の
執
行
状
況

確
認
、
地
域
か
ら
の
課
題
・
要
望
、
会

長
か
ら
の
活
動
報
告
や
情
報
提
供
な
ど

で
す
。

今
年
度
も
地
域
の
皆
様
方
か
ら
、
道

路
の
整
備
等
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
市
へ
依
頼
し
、
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

な
お
、
会
員
の
皆
様
方
か
ら
住
環
境

の
整
備
等
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
評
議
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

令和4年度 各部会・団体活動・実施状況

総
務
・
福
祉
部
会

「
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

地
域
や
関
係
機
関
等
の
要
望
に
よ

り
、
昨
年
四
月
十
五
日
に
堤
自
治
会

長
名
で
県
道
瓜
連
・
馬
渡
線「
ガ
レ
ー

ジ
中
村
」
地
先
の
横
断
歩
道
に
、「
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
設
置
要
望
書
」

を
前
・
遠
藤
実
茨
城
県
議
会
議
員
の

立
ち
会
い
の
下
で
、
那
珂
警
察
署
長

及
び
那
珂
市
長
へ
提
出
し
、
設
置
者

で
あ
る
茨
城
県
公
安
委
員
会
へ
の
働

き
か
け
を
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
本
年
三
月
に
設
置
さ
れ
、
地
域

住
民
は
も
と
よ
り
、
交
通
環
境
の
改

善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
堂
祭
祀

祭
礼
は
、
年
間
二
回
（
六
月
・
御

田
植
祭
、
二
月
・
春
祭
り
）
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
昨
年
六
月

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、「
御

田
植
祭
」
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
中
止
と
し
ま
し
た
。

本
年
二
月
の
春
祭
り
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、

水
戸
市
・
善
住
寺
住
職
と
僧
侶
の
二

名
で
読
経
の
も
と
厳
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

那珂警察署長へ要望書提出

読経風景

定例評議員会
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防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
で
安
心
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
年
間
を
通
し
て
、
二
十
六
か
所
に

設
置
し
て
あ
る
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

中
」の
幟
旗
の
点
検
を
計
画
的
に
実
施
し
、

劣
化
、
破
損
し
た
幟
旗
や
ポ
ー
ル
は
、
そ

の
都
度
、
速
や
か
に
交
換
し
ま
し
た
。

不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幹
線
道
路

や
通
学
路
等
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
犯
灯
の
点
検
を
定
期
的
に
実

施
し
、
不
点
灯
や
破
損
等
が
な
い
か
確
認

し
、
地
域
の
安
全
・
防
犯
に
努
め
ま
し
た
。

児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り

自
治
会
と
育
成
会
で
は
、
児
童
の
登

下
校
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
、
朝
夕
の
随
行
や
幹

線
道
路
で
の
立
哨
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
と
し
て
ご
協
力
頂
い

た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。来

年
度
も
、
自
治
会
会
員
の
皆
様
、
育

成
会
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
多
く
の
目
で
子
供
た
ち
を
見
守

り
、
安
全
な
登
下
校
が
出
来
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
随
時
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
自
治
会
会
員
の
皆
様
に
お
い

て
も
、
不
審
者
等
を
見
か
け
た
場
合
は
、

速
や
か
に
那
珂
警
察
署
・
小
中
学
校
へ
情

報
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
主
防
災
訓
練
の
実
施

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止

の
為
、
会
員
の
皆
様
参
加
に
よ
る
自
主
防

災
訓
練
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
防
災
会
で
は
災
害
に
備
え
る
た

め
、
自
治
会
役
員
に
よ
る
資
機
材
倉
庫
内

の
備
品
や
救
急
箱
の
点
検
及
び
非
常
用
発

電
機
の
試
運
転
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
訓
練
が

求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
新
た

な
防
災
訓
練
を
模
索
す
る
と
と
も
に
実
施

し
、
安
心
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
災
害
対
策
本
部
が
立
ち

上
が
り
、
支
援
物
資
等
の
配
付
は
三
日
以

降
に
実
施
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
宅

で
の
避
難
生
活
を
想
定
し
て
、
最
低
三
日

分
、
で
き
れ
ば
一
週
間
分
の
備
蓄
食
料
品

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
も
非
常
食
や
保
存
水
の
備
蓄
等
防
災
対

策
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

堤
自
治
会
防
災
・
防
犯
マ
ッ
プ
改
訂

堤
自
治
会
防
災
・
防
犯
マ
ッ
プ
は
、
平

成
二
十
六
年
に
作
成
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
見
直
し
が
行
わ
れ
て
な
か
っ
た
た
め
、

防
犯
・
防
災
部
会
員
が
、
地
区
内
の
道
路

状
況
や
危
険
と
感
じ
る
場
所
な
ど
を
実
地

調
査
、
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
マ
ッ
プ

原
稿
の
作
成
や
印
刷
の
手
配
な
ど
、
社
会

福
祉
協
議
会
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
改
訂

版
の
堤
自
治
会
防
災
・
防
犯
マ
ッ
プ
を
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

堤
公
民
館
の
花
壇
整
備

堤
子
供
会
と
育
成
会
会
員
の
皆
様
が
、

毎
日
の
水
や
り
や
草
取
り
な
ど
こ
ま
め
な

手
入
れ
を
行
い
、
素
晴
ら
し
い
花
壇
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

聖
徳
太
子
堂
清
掃
作
業

十
一
月
二
十
日
、
自
治
会
役
員

で
境
内
の
樹
木
剪
定
と
本
堂
の
清

掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
剪
定
作

業
で
は
木
の
性
質
な
ど
良
く
ご
存

じ
な
方
が
多
く
き
れ
い
に
剪
定
さ

れ
、
ど
こ
か
清
々
し
い
と
し
つ
つ

も
、
温
か
み
の
あ
る
感
じ
に
な
り

ま
し
た
。

本
堂
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に

よ
る
会
員
さ
ん
の
清
掃
作
業
事
業

が
中
断
さ
れ
大
変
汚
れ
て
い
ま
し

た
。
二
年
分
の
清
掃
を
分
担
作
業

で
手
際
よ
く
行
い
、
隅
々
ま
で
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
縁

日
を
快
く
迎
え
る
事
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

防
犯
・
防
災
部
会

堤公民館の花壇整備

非常用発電機の試運転
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生
涯
学
習
部
会
の
活
動

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
恒
例
と
し
て
行
っ
て
き
た

文
化
活
動
は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
状
況
の
な
か
で
も
、
地
域
環

境
の
美
化
や
保
全
は
欠
か
す
事
の
出
来
な

い
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

の
一
環
で
あ
る
粗
大
ご
み
の
収
集
や
市
内

一
斉
清
掃
に
つ
い
て
は
、
計
画
通
り
年
二

回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
不
適
合

ご
み
の
判
別
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
前
回
の
収
集
よ
り
判
断
に
迷
う
ご

み
に
つ
い
て
は
、
名
前
と
連
絡
先
を
紐
づ
け

し
、
不
適
合
の
場
合
は
お
返
し
す
る
事
を

前
提
に
、
お
預
か
り
す
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
始
め
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
ス
マ
ー
ト
な

粗
大
ご
み
の
収
集
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

神
崎
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動

前
年
度
同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
終
息
が
見
え
ぬ
な
か
、
神
崎
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が
主
催
す
る
文
化
事
業

は
、
集
団
行
動
を
伴
う
特
性
を
踏
ま
え
、

全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
終
息
後
を
見
据
え
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
、

五
類
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
行
動

制
限
も
解
除
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
自
粛

に
よ
り
交
流
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
文
化
活
動
の
再
開
が
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
に
役
立
っ
て

い
く
事
を
期
待
し
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
側
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
へ
参
加

昨
年
十
月
二
十
六
日
、
市
の
恒
例
行
事

で
あ
る
「
常
磐
自
動
車
側
道
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
各
自

治
会
や
事
業
所
等
が
参
加
さ
れ
、
堤
自
治

会
で
も
会
長
外
役
員
三
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ご
み
の
撤
去
作
業
は
、
概
ね
二
時
間

で
終
了
し
ま
し
た
。

前
回
よ
り
は
、
ご
み
の
総
量
は
少
な
く

感
じ
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
、
側
溝
や

道
路
際
の
繁
み
か
ら
は
、
ジ
ュ
ー
ス
の
空

き
缶
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
色
々
な
ご

み
が
で
て
き
ま
し
た
。
恒
常
的
な
不
法
投

棄
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
環
境
美
化
の
啓

発
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

体
育
部
会
の
活
動

本
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
束
せ

ず
、
自
治
会
体
育
部
会
活
動
と
、
神
崎
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主
催
に
よ
る
活
動

は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
向
け
て
練

習
し
て
い
た
方
、
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
様
に
は
、
寂
し
い

一
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
横
堀
小
・
市
民
合
同
運
動

会
は
横
堀
小
だ
け
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
観
覧
は
保
護
者
二
名
で
家
族
の

応
援
が
な
い
中
で
も
、
子
供
た
ち
に
は
楽

し
い
一
日
に
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

体
育
部
会
と
し
て
、
一
日
も
早
く
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
収
束
し
て
、
老
若
男
女
が
ス

ポ
ー
ツ
と
健
康
づ
く
り
に
皆
様
が
楽
し
く

参
加
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
参
加
者
募
集

堤
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会
で
は
、

毎
週
水
曜
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
二

時
間
程
度
、「
本
米
崎
小
学
校
跡
地
」
に

お
い
て
、
神
崎
地
区
内
の
チ
ー
ム
と
練
習

し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
老
若
男
女
誰

も
が
気
軽
に
出
き
て
、
と
っ
て
も
健
康
的

な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

堤
愛
好
会
で
は
参
加
者
を
大
々
的
に

募
集
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
る
野
外

の
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
仲
間
で
一

汗
か
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
道
具

な
ど
は
全
て
自
治
会
で
準
備
し
て
い
ま

す
。
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
各
組
合
の

評
議
員
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

神
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

五　

月　

 

横
堀
小
学
校
・
市
民
合
同
運

動
会 

（
横
堀
小
学
校
は
秋
に

開
催
）

十　

月　

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

十
一
月　

 

協
ま
ち
カ
フ
ェ
（
か
ん
ざ
き

ま
つ
り
）

　

は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
・

環
境
部
会

体

育

部

会

収集された粗大ゴミ

令
和
四
年
度
の
各
部
会
の
事

業
活
動
を
中
心
に
編
集
し
ま
し

た
。こ

の
広
報
誌
は
自
治
会
と
会

員
の
情
報
伝
達
紙
で
す
。

今
後
も
よ
り
良
い
紙
面
作
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

な
お
、
皆
さ
ま
方
の
地
域
で
、

ホ
ッ
ト
な
話
題
・
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
評
議
員

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
取

材
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

編 集 後 記

グラウンドゴルフ練習風景


